
禁忌事項

（してはいけ

　ないこと）

● 次のときは使用しないでください。

（１）化膿症を発症している。（２）肌に異常がある（皮膚炎 ・ 湿疹など）。（３） 発汗してい
る。（４）飲酒前後、 お酒に酔っている。（５）体調が著しくすぐれない。（６）体力が低下し
ている。（７）入浴 ・ 激しい運動の前後（約１時間）。（８）発熱している。

● 次の箇所に使用しないでください。

（１）傷や炎症のある箇所 ( 火傷 ・ 外傷 ・ 化膿など )。（２）皮膚移植した箇所。（３）疼痛
の激しい箇所。（４）刺青を施している箇所。

● お灸粒が下向きになる角度では絶対に使用しないでください。

● お灸をするときは、無理な姿勢では行わないでください。

● 経年劣化により、 台座のウラのシールの粘着力が弱くなっている場合は、 使用しないで
ください。

● 本品は使い捨てです。再使用しないでください。

● 本品は食べられません。

警告

● 本品は火を使う特性上、 火傷になる恐れがあります。商品瑕疵以外の火傷による責任
は負えません、ご使用中は注意深く観察し異常があれば適切な処置を施してください。

● 万が一、火傷 ・ 水疱が出来た場合、また肌に異常が発生した場合、ただちに使用をやめ、
患部はむやみに触らず清潔を保ち、医師にご相談ください。やけどを放置しますと感染
症になる恐れがあります。

● 火気の取扱いにご注意ください。火事の危険があります。ご使用後、 消火を十分確認し
てから廃棄してください。

● 灸を業として行う場合は、 医師またはきゅう師の資格が必要です。施術者は不測の事
態に対応できるよう、施術中は患者様から目を離さず注意深く観察してください。

！
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このご使用方法説明書の記載事項をよく読んでご使用ください。
また、必要な時に読めるように大切に保存してください。

● 治療中の疾病がある人、今までに薬や化粧品等によるアレルギー症状（例えば発疹、発赤、かゆみ、かぶれ等）を起

こしたことがある人、妊娠中の人はご使用前に医師、薬剤師またはきゅう師（鍼灸師）にご相談ください。

● 熱さを強く感じる時は、すぐに取り除いてください。火傷になります。その際、台座が非常に熱くなっておりますの

で、ご注意ください。

● 熱さの感覚は、人によって、またお灸する場所や季節で異なります。また、熱く感じなくても火傷になる場合があり

ますので十分ご注意ください。

● 肌に水分がある時は水疱ができる危険性が増します。よく乾かしてからご使用ください。

● お灸をするときは、使用する部分がほぼ水平になるようにし、かつ楽な姿勢で行ってください。

● 傾けたり横向けてご使用される場合は、燃焼温度が高くなります。火傷になる危険性が増します。

● 首や肩、背中など、毛髪がお灸粒に触れる可能性がある場所に使用するときは、毛髪が火に触れて燃えないよう

にご注意ください。

● 火をつけたあと、しっかりと肌に貼り付けてください。不十分な貼り方ですと外れて火傷をすることがあります。ま

た衣服を焦がす恐れがあります。

● しっかり貼り付けたときでも横向きにして使用される際は、皮膚から剥がれ落ちる恐れがあります。

● ご使用中は、剥がれ落ちたり灰が落ちたりしないよう、なるべく体を動かさないでください。

● 一度貼り付けた台座のウラのシールは粘着が弱くなっておりますので、他の場所へ移動する場合は十分気を付け

てください。

● 燃焼後、灰が落下する場合がありますのでご注意ください。

● 同時にたくさん使用しますと体調が悪化する恐れがあります。

● 体質により、線香に対するアレルギー症状が起こる可能性があります。

● 医師またはきゅう師の方が施術所にて施灸される際、本商品で火傷の可能性がある事を必ず患者様へご説明くだ

さい。体質によりアレルギー症状が起こる可能性がある患者様には注意深く施灸してください。

　＊ 裏面も必ずお読みください ＊

ご使用上の注意
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（注意：調熱絆には絶対に火をつけないでください。）

施灸ポイントの肌の上に直接、調熱絆を貼り、その上に
台座を貼ります。

調熱絆は内円を残したり取り除いたりして、温度を2段
階調節することができます。

※詳しくは調熱絆裏面をお読みください。

台紙から取り外すときは、必ず台紙の裏側から指先で
強く押し上げながら取り外して下さい。決してお灸粒
のみをつまんで外さないで下さい。お灸粒が折れるこ
とがあります。

使用後は火が完全に消え、冷たくなっていることを確認し、一般ゴミとして廃棄して
ください。（ゴミの分別は自治体により異なりますのでご確認ください）

※ お 願 い

台紙の裏側から
押し上げて取り外す

お灸粒に火をつける 火がついたら
肌に貼りつける

台紙が冷えたら
取り外してください

・ 高温多湿の場所を避けて保管してください。
・ お子様の手の届かないところで保管してください。
・ 長期保管により、お灸粒の香料が揮発し、燃焼中の香りが薄くなることがあります。

製品の製造には万全の注意を払っておりますが、万が一不備がございましたら
ご使用にならず、販売店か下記製造元へご連絡ください。


